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･田屋遺跡(縄文時代中期末竪穴住居跡と縄文土器)o 

･渡遺跡(縄文時代後期)○ 
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リ＼千穂稲荷神社が創建されるo 

八千穂稲荷神社祭神保食神.大山積命.誉田別命 

第50代桓武天皇の延暦23年8月､征夷大将軍坂上田村麻呂は陸奥を平 

定し､国家安穏を祈願するため一宇を建て､十一面観世音を安置し､その臣､ 

瀬川葛丸をとどめ置いて宮仕いさせた. 

葛丸は､自分の信仰する保食神.大山積命.誉由別命をその堂内に配詞 

した○これを八千穂稲荷大明神と称し､軋り氏の氏神として示巳つた○ 

その後数十代を経て､第82代後鳥羽天皇の瀬川清像代､文治5(1189)年､ 

源頼朝は平泉の藤原泰衡を追って､当地方に来て水分村陣ケ岡に陣した○ 

泰衡は逃れて費の柵に拠つたが､城将河田二郎に襲殺せられた○ 

陸奥.出羽を平定した源頼朝は､鎌倉に帰ったoその後､瀬川氏は頼朝に 

降って､本部を賜り､瀬川伯看守清像と称し守護することとなった○ 

その弟瀬川勘石工門は､神平館に邸宅を構え､八千穂稲荷大明神を邸内 

に示巳つたo 

第105代後奈良天皇の弘治年中(1555-1558年)､子孫の瀬川彦兵衛は 

瀬川本城の落城と共に殉じた○『石鳥谷町郷土教育資料』 
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初見o『日本後記』 

･志波城(志和城)が水害をこうむるため移転を上奏し､裁可される○ 
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･安倍遺跡(町内西部の街道)○ 

安倍道 

陸奥国の豪族であった安倍氏が全盛の頃(11世紀)､衣川柵と厨川柵とを 

往来した主要な道路で､平安後期における平泉藤原氏以前の陸上交通路 

であった○ 

中央部に道路ができるまでは､先進地域の文化を当地方に導入する道路で､ 

当時の西部開発の道路でもあり､水田開発も初め､この安倍道に沿った西部 

から次第に東側の地域に延びていったのではないかと考えられる○ 

石鳥谷町では花巻市湯本境から松林寺の西側を通り､長谷堂の東側から 

富沢の山中を通って館山(大瀬川館)から-の留付近を通り､大瀬川の山中を 

通って紫波町片寄の廉円寺方面に通じていた○ 
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安倍氏 

忠頼､忠良､頼良(頼時)-貞任､宗任､正任､重任､家任､則任､女､女o 

『陸奥話記』『安倍道を探る』 
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の6郡を領し,江刺郡豊田館に居住する○ 

･当地域は藤原氏の所領となる. 
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･10月藤原秀衡が没するo 
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･7月源頼朝が藤原泰衡追討のため鎌倉を出発する○ 

･9月源頼朝が紫波町の陣が丘に宿営する○『紫波町史第3巻』 

･9月源頼朝が平泉を攻め､奥州藤原氏が滅びる○ 

t伝承によればこの頃､平泉藤原氏の一族が平泉を逃れ､畑地区に入って居住 

したという(畑地区の藤原姓には畑と長洞の2つの系統があり､黒沼の長楽寺と 

志和の巌円寺を菩提寺としている)o 
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･藤原為家(のち広重)が稗貫の領主となるo『盛岡瀬川稗貫系図』 

居城は花巻市湯本小瀬川oただし､稗貫氏の始祖については大和守広重 

(盛岡瀬川稗貫系図)､三河守為重く仙台稗貫系図)､大隈守盛基(仙台吉城目 

系図)などの説があって一致しないo下向した年も建久8(1197)年などの説が 

がある｡『石鳥谷町史上巻』『稗貫氏探訪』 

･最近の研究では稗貫氏の始祖を武蔵国(埼玉県.東京都)の御家人中催氏と 

する説が有力である○石橋合戦のとき源頼朝に従った46人の中に中候成尋が 

いる｡成尋は稗貫.和賀の地頭職となり､その子､長男家長は稗貫都の1部を 

頼朝から賜わり､弟義李は和賀都を賜わって､共にその地頭となった○『石鳥谷 

町史上巻』『いしどりゃ歴史散歩』 

稗貫氏の居城地 

小海川館(岩手県管轄地誌)､瀬川館(岩手県管轄地誌)､瀬川城(南部史要)､ 

小瀬川城(奥々風土記)､大瀬川館(篤蔦家訓)､十八ケ崎.鳥谷崎城(岩手県 

管轄地誌､邦内郷村誌､奥々風土記､吾妻むかし物語)､日居城(広隆寺旧記 

留)等り○『石鳥谷町史上巻』 

稗貫氏配下の領主 

石鳥谷町内に居住したと思われる稗貫氏家臣として八重畑氏(八重畑館)､ 

新堀氏(新堀城､三竹堂館)､関口氏(関口館)､淑川氏(大瀬川館)､小森林氏 

(小森林館)､黒沼氏(黒沼館)､河野氏.寺林氏(寺林城)､平沢氏､石鳥谷氏､ 

猪鼻氏(猪鼻館)､江曽氏(江曽館)､五大堂氏､好地氏､松林寺氏､戸塚氏､ 

滝田氏(笹原館)､沢田氏(長谷堂館)､富沢氏(富沢館)､八幡氏､中嶋氏などが 

知られるo『稗貫氏探訪』 
＼ 

稗貫氏に関係する寺院 

大興寺(稗貫氏の位牌､過去帳､墓碑)､光林寺(稗貫氏の墓碑)､瑞興寺 

(応永4年の開山で､開基が稗貫氏)､広隆寺(明徳年中に稗貫大和守の次男 

広隆が開基)o『稗貫氏探訪』' 
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を布教する○『紫波町史第3巻』 

1219 傴8ｷc��789 售�ﾈ靈們�*�*ｨ膵･�+8.ｨ,Hﾋ倩�*ｩlX-�.��ｲ�

1223 �.X吶"�785 唸憖nﾉ,ｩ�ﾒ�ｩ]X�9�ﾈ,ﾉ�9X2�*ｩfｸ�8,ﾈｼ乂倬ｸ,Ygh+x.��ｲ�

1224 侏9�ﾓ��784 唳�Y�*ｨ�)7��頡�/�､ｨ*ﾖ��

1227 ��.S��781 唳;侏8*ｩ�);H��/�､ｨ*ﾘ�ｲ�

1250 佶ｩ+s"�758 唳:�ﾋHﾉ9fｨ*ｩ�Y��ﾙ�ﾘ(�8ﾅ2�=驂xﾊr�.h.稲X�Y�ﾈ,X卻�(,�ｨ.��ｲ�

山祇神社祭神大山祇命 

崇神天皇(第10代)の時代､大彦命が当地方の蝦夷平定の際､夷酋(蝦夷の 

頭)五郎丸を討った○五郎丸は当地を掠め荒し､五郎館に拠っていたが､館を 

棄てて三倉の岩穴に逃げて抵抗､しかし､ついに命に攻めたてられ滅ぼされた○ 

大彦命は常に大山祇神を信じ､奥内に一両を建てこれを崇拝した○ 

後深草天皇(第89代)の建長2年､大和国高市郡から藤原兼頬は主従5人 

で奥州に下り､大瀬川西方の葛丸山に踏み入り､奥内に至ったところ､日も 

既に暮れたので､奥内の詞に一夜を明かしたが､その時､夢のお告げによ 

り､今の｢畑｣の地に来て開墾､そこに居住した○兼頬は神霊のあらたかなる 

により､奥内山神宮を再建し､居所の畑に分霊して信仰した○ 

兼頬の長兄の藤原源太夫弘長は江曽館(八幡村江曽)に任し､のち庵室を 

営み､恵明庵(黒沼長楽寺)と称したo次兄の権太夫兼長は宮野目村の仁右 

エ門(地名)において農業を営んだ○兼頬は畑部落に入って猟を営んだという○ 

『石鳥谷町史上巻』 

･長楽寺(浄土真宗)が藤原源太夫弘長によって創建される○『寺伝』 
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天満宮(別名北野神社)､祭神菅原道真公 

畠山重患の遠孫但馬守重安は､稗貫の大守河野遺重く寺林城主)に仕え､ 

大瀬川こ任し瀬川殿と称したo深く天満宮を崇敬し､京都北野に赴き､分霊を 

勧請して館の傍らに神殿を築き､弘長2年武運長久封内守護の氏神として奉斎 

した○そして､土地を天神と改め天神地内は衆人の乗馬を禁じたo 

重孝の代になり帰農し､その子孫は但馬又は多志馬と称し､屋号を天神と 

称した08月25日大祭執行を例とした○『石鳥谷町史下巻』 

古来大瀬川村民と北寺林村民が共同で天満宮を祭祀していたというが､天文 

年中に寺林村の氏子から奉納された職があらたことから証される. 

大瀬川の西部には早くから山祇神社が鎮座していることから､天満宮の 

大瀬川村氏子は付近の下大瀬川部落民であったと思われるo『石鳥谷町史 

下巻』 
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･稗貫氏と南部氏との戦(永享戦)に瀬川隠岐守が参戦する｡ 

瀬川氏 

源頼朝の重臣であった畠山重忠が無実の罪で滅ぼされた時､長子重保は 

父に先立って殺されたoその時､重保の側室浅芳が妊娠していたo浅芳の埠 

女采女は浅芳を伴って､ひそかに鎌倉を逃れ､父の郷里である駿河国(静岡 

県)に落ちた.浅芳は男子を出生し､これを平太郎と名付けた○これが畠山重 

忠の孫である. 

浅芳はのちに縁があって稗貫秀利く秀俊)の側室となって平太郎を養育した 

が､秀利の老臣伊藤伊左衛門は平太郎を養子として､これを稗貫秀利の妹 

(稗貫秀清の女)をめあわせて､名を伊藤平石衛門重行と改めた○畠山系重行 

は稗貫氏の姻族となって､その子孫は稗貫系ともなったo『瀬川稗貫系図』 

畠山の名族を引く重行は､稗貫氏の庇護によって稗貫郡に下り大瀬川殿 

と称し､ここを領して表別lI氏の祖になったという｡『石鳥谷町史上巻』 
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天文6年8月25日願主 

奉納北野天満大自在天神宮北寺林金石工門 

天満大自在天神宮北寺林邑谷地治太郎 

(谷地治太郎は北寺林高橋久雄家先祖) 
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天正年間 天正年間 凵w郷土研究.花巻稗貫百家の先祖』 

･この頃､大瀬川館に瀬川隠岐が居住するという○『奥々風土記』 

･北寺林の稲荷神社を勧請するという○『町史資料』 
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･稗貫氏の男系が絶え､和賀家から孫次郎広忠を養子に迎える○『平沢家 

事跡』 
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･和賀.稗貫.志和の3郡が豊臣秀吉の直轄領となるo『北上市史』 

･9月浅野弾正長吉(長政)が秀吉の命によって奥州仕置のため当地方に 

下向する○寺林に浅野六兵衛を日代として駐在させるo『光林寺文書』 
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稗貫氏の滅亡により､大瀬川館主瀬川氏も運命を共にしたものとみられ､のち 

に瀬川清助は南部利直に仕え､300石を給された○『角川岩手県地名辞典』 

瀬川氏の居城 

大瀬川古城跡 

大漁川村にあり､当領主は畠山重忠の末孫也と錐村老の口碑に残れるの 

み東鑑を按るに重患の長子六郎重保中略考ふるに是則漉川氏は此人の 

子孫たるべし中略天正の晩年の頃の領主を淑川隠岐守と云今其末多く 

御家に仕うと云云o『内史略』 

淑川ノ城 

大漁川村に今も城の跡あり○天正ノ年中城主はヨ削ll隠岐守となん○『奥々 

風土記』 

大瀬川旧館 

此領主畠山重患ノ末孫云伝中略天正晩年城主云瀬川隠岐守其末葉多 

皆下凡下云々○『邦内郷村志』 

稗貫一族諸臣の中に下記の氏名がある 

瀬川五郎左衛門木矩､同右京､同久太郎武貞､同助左衛門本案､同藤次郎 

敬健､同下総守､同出羽守○『奥南落穂集』 

･9月稗貫.和賀.志和の3郡が南部信直の所領となる(信直は10ケ郡10万 

石の大名となる)oまた､鳥谷ケ崎城に郡代として北秀愛任用し8.000石を 

給する○『岩手県郷土史年表』 

･12月島谷ケ崎城を花巻城と改める○『八幡村誌』 
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町屋をたてさせた)o旧奥州街道は南寺林から石鳥谷の上和町を通り､紫波町 

片寄方面に通じていた○『参考諸家系図』 
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付がでる○『松林寺文書』 
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･10月南部利直､子の政直を花巻城主とし､和賀.稗貫2万石を与えるo 

1622 侏9����386 售��ﾈ���+�$ｩ&霎h,倬�,ﾉ�ｨｻﾘ*ｨ-ﾘ.x.ｨ.停�

中好地､上好地新田､瀬川､大典寺､寺林､長谷堂､富沢､松林寺､八幡､ 

西中島､黒沼､江曽､小森林､戸塚新田､新堀新田､東中島､五大堂○『南部 

彦九郎政直宛南部利直領地状』 

A/ト淑川村の村名あり○『南部彦九郎政直宛南部利直領地状』 
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同年の石鳥谷の村名(19力村)『県立図書館荒木』 

新堀､戸塚､関口､八重畑､東中嶋､五大堂､猪鼻､滝田､瀬川､寺林､ 

好地､石鳥谷､八幡､西中嶋､黒沼､小森林､大典寺､松林寺､富沢○ 

大瀬川の地名の由来は川淑(川の底が浅く､読れの早い川)の多い川､ 

室町期には稗貫氏の一族漉川氏の本拠地､大歳川､小海川の分村に伴う 

区分地名○『岩手の地名百科』 

大瀬川の領主､瀬川氏の最初の居所は大ヨ削Hではなく､小瀬川にあつたとも 

伝えられる.-『角川岩手県地名辞典』 
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から紫波都南日詰までまっすぐになる｡また江曽と好地に一里塚が築かれる)○ 

『江曽一里塚調査報告』 
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に1石5斗の給米を絵されること)を賜る○『大瀬川辻村家文書』 

辻村家は南部藩の御鉄砲師(御抱鉄砲師)を勤め､､初代五十石エ門､2代 

七郎石工門､3代次郎兵衛､4代以降は佐俸治や磯石工門を称して幕末まで 

大瀬川で鉄砲の製造にあたった○『広報いしどりゃ』 

御鉄砲師は鉄砲の銃身を製作する人で､鉄砲はこのほかに鉄砲の銃身を 

を受ける台を製作する鉄砲御台師､鉄砲の飾り金具を製作する鉄砲御金具師 

の3人の職人によって1挺の鉄砲が製造されたo『広報いしどりゃ』 

辻村家の古い墓の周辺は｢蘭塔｣と称され､大興寺の末寺である光明寺 

(現遠野市綾織)が周辺にあったといわれる○当時､辻村家との関係がうかが 

われるo 
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寛文1 剌苑繻ﾜ十石エ門近江の出10人扶持02代七郎石工門一生2人扶持○ 

3代次郎兵衛､一生2人扶持､大瀬川村御鉄砲師として召抱○4代佐俸治 

(磯石工門)､2人扶持､明和7年没05代佐偉治(磯石工門)､2人扶持､安永 

7年没06代佐俸治(磯石工門)､2人扶持､天明2(1782)年7月24日命により 

大瀬川より盛岡移住の処､花巻に還住､天明4年没07代松之助(佐俸治)､ 

2人扶持08代磯右衛門､2人扶持○『辻村家関係資料』 
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同年の石鳥谷の村名(21力村) 

新堀､戸塚､関口､八重畑､東中島､五大堂､猪鼻､滝pE日､淑川､寺林､ 

好地､八幡､西中島､黒沼､江曽､小森林､大興寺､松林寺､長谷堂､富沢､ 

石鳥屋o『盛岡市公民館所蔵資料』 

･2月上平沢.稲藤.土舘.片寄の4力村が八戸藩領となる○『紫波町史第3巻』 

･稗貫郡内を八幡通､寺林通等5通に分ける○ 
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質屋の営業が認可される○『紫波町史第1巻』 
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･2月石鳥谷に酒屋2軒置かれる0.『雑書』 

･8月石鳥谷の町割が実施される(西側9軒､東側3軒)○『花印』 
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八幡通(好地､八幡､黒沼､江曽､西中嶋､大瀬川)､寺林通(松林寺､長谷 

堂､大興寺､南寺林､小森林､中寺林､北寺林､冨沢､大瀬川)､安億通 

(新堀､五大堂､東中嶋､猪鼻､八重畑､戸塚､関口､滝田)○『邦内責賦記』 
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｢貞享高辻帳｣に瀬川村､村高は328石余とある○『角川日本地名大辞典』 

･寺林村を南.中.北の3寺林に分け､黒沼村より江曽村を分ける○『岩手県 

管轄地誌』 
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氏宅南側)○ 
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『南部史要』 
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石鳥谷については､江曽一里塚､黒沼館､黒沼橋､八幡宮､葛丸橋､白幡 

明神､好地一里塚､問屋､御制札､石鳥谷宿駅､酒屋などのほかに河沼､橋梁､ 

遠近の山形､沿道の松並木､集落などが描かれている○『広報いしどりゃ』 

『増補行程記』 
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仁助､建物は2間4面のかや葺き屋根であったo『御領分社堂資料』 
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門､奥瀬伊右衛門､下河原武七郎､平沢伝右衛門､.簡治郎左衛門､美松庄 

左衛門､工藤長左衛門､岡井益順､下田清左衛門が知られるo 
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(肝人は村里を代表して村の自治にあたり､上意の伝達や民意の上申などを 

行なう村役である) 
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『田屋文書』 

八幡寺林道代官所は花巻一日市に置かれ､所属村は黒沼村､西中島村､ 

江曽村､八幡村､好地村､新堀村､滝田村､戸塚村､関口村､猪鼻村､八重 
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石余)､志和御境古人高(10石)○『南寺林.下沖田文書』 
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t12月八幡寺林通代官漆戸友蔵､一条仁左衛門o『畠山文書』 
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として､藩境近くで捕らえられて処罰されるo『内史略』 

･8月辻村磯石工門御鉄砲師2人扶持o『諸職人面附帳』 

･大瀬川村の村高1,136石9斗8升5合○『盛岡市公民館所蔵資料』 
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･美松金作(大工棟梁)が大ヨ削ll村に45石3斗1升8台を知行する○ 

知行地の耕作者は嘉藤治(高井沢)､弥助(的場)､長之丞(桃ノ木)､長八 

(久保)､孫之助(九口)､仁左エ門(小屋敷)､甚石工門(橋見)､伊左エ門 

(中田)､宇八(吉沢)､作之助(栗ノ木)｡『熊谷仁一家名寄帳』 

･12月美松盛石工門(浄山清遊居士)没､行年68歳.世話人として仁左エ門 

(熊谷仁一家先祖)､施主として弟子供とある○『熊野権現境内』 

1847 儘�ｳB�161 售xﾈ��Y�9�ﾉ�ｨｬﾉ?ﾈﾛ)[ﾘ����

1849 �8俣"�159 售�ﾈ��Y�9�ﾉ�ｨｬﾉ?ﾉ�Eh�I�[ｨ���ｸ�yJ伜)[h�����

･4月大瀬川村戸数68軒､人数253人(男137､女116)○ 

菩提寺は大興寺､光林寺､長楽寺､極楽寺､永光寺､巌円寺等である○ 
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『石鳥谷町史上巻』 

･7月葛丸川｢-の留｣の分水の割合を決める(関係6ケ村の願出により､ 

1丈8尺の土木をすえ､6分､4分に定める)○｢八幡村役場記録｣ 

-の留で取水された用水は､上堰(支流)と下堰(本流)の2つに分水される 

が､下堰は八幡.中寺林.黒沼.西中島.北寺林.大瀬川.好地なと､約450 

ヘクタールの水田を濯忠するo一方､上堰は小屋場地内で更に南口(北寺林. 

大瀬川)､中ロ(好地.石沢)､北口(志和.赤石.好地)の3つに分かれ､およそ 

520ヘクタールの水田を潤している○ 
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･盛岡藩が帰順を決定する｡ 

･1月鳥羽.伏見の戦い○ 

･3月明治天皇が五ヵ条の御誓文を宣する○ 
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･7月盛岡藩を廃し､盛岡県を新置する(石鳥谷地域は盛岡県に属す)○ 

･9月平民に苗字が公認されるo 
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･10月北寺林小学校を扇屋敷に公立学校として新築開校する○『郷土教育 

資料』 

1876 冖韭���132 售佇��X8萎ﾒ(,ﾈﾌｹ�Fﾃ�b右�c��ZI�ﾈｼc�唔�ﾉ�Cs�"�&｣3ホH�3�R��ｲ�

『岩手県管轄地誌』 

･9月大瀬川学校児童数66人(男46､女20)○『岩手県管轄地誌』 

･9月大瀬川の水田面積136町3606､畑86町8204､宅地17町08120 

『岩手県管轄地誌』 

･9月大瀬川地区のこの頃の物産として馬､米､大麦､大豆､粟､麻布があ 

つたo『岩手県管轄地誌』 

t9月大瀬川村の馬数150頭○『岩手県管轄地誌』 

･9月大瀬川の字名『岩手県管轄地誌』 

通障子､高井沢､新山､林､田中､西海地､大地渡､古館､小屋敷､六盃､ 

上ノ野､野原､金矢､新田､九口､茶畑､吉沢､朴田､午房､天神0. 
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里程元標六盃にあり○本庁へ北7里12町30間4尺5寸､花巻駅元標へ3 

里19町18間5尺､北寺林元標-28町32間3尺o 

道路葛丸往来○長4里31町､幅3間本村中央より葛丸山に通ずo方里標 

より分岐して左右に通ずo其の左は八幡村番屋に至る○長1里5町23間○其の 

右は好地村石鳥谷に至る○長1里2町25間､皆函館街道に通ずo鉛温泉 

往来o長1里4町1間､鉛温泉より豊沢川を渡り､紫波郡稲荷神社を経て函館 

街道に入る｡本村葛丸山の深奥を通ず○『岩手県管轄地誌』 

1878 冖韭����130 唳�Y�9�ﾈｧxﾕｨ*ｨ�8ｾ�n餃(･�+x���tﾉ&�,俔ｨ��i'ｨ昆5ﾒ胤�夊ｧxﾕ｢��ｲ�

『大瀬Jtl小百年記念誌』 

1879 冖韭��"�129 售�ﾈ餤(ｭ�YI+x,傲h鯖vh蔗雨ｩJi�ｨ�ｸ�*ｩD9kﾘ+8.ｨ.��ｸ�y�x圷�8讖�c8ｪｨ���

･1月好地村.大瀬川村.北寺林村をもって一つの戸長役場を好地に置く 

(戸長閑善太郎)○『町教育資料』 

･5月稲村徳助(近代南部杜氏の祖)が没する(年齢60歳)○ 

稲村徳助 

文政2年(1819)12月5日に大漁川村で板垣万五郎(屋号上野々)の長男と 

して出生○紫波町日詰の商業､稲村長四郎の妹そめと結婚して稲村姓を称し､ 

同地の井筒屋(都印.小野家)で酒造りにあたった.のち石鳥谷の井筒屋別家 

(酒屋)に勤務し､酒造りの研究に積極的に取り組み､また､弟子の養成にも 

熱心に取り組んだ○ 

･10月稗貫.和賀郡役所が花巻に設置される○ 

･学制を廃止し､教育令が公布される○『石鳥谷町史下巻』 

1881 冖韭��B�127 售8ﾈ��Xｹ��ﾈｧxﾕｨ/��Y�4ｦﾉ�ﾈ�(ｧxﾕｨ,h淙�+x.��ｸ�y��+�$ｩ*ﾉD餠ﾈ���

･10月学務委員板垣馬之丈o『岩手県教育史資料』 

1882 冖韭��R�126 售8ﾈ隗yk�効什L(･���驟鑓�xｮ(訷ﾊxｻ8支讓��{����

1883 冖韭��b�125 售(ﾈ韵��)d�淤�8,�.h.芥自Lｨ彿.ｸ,X.�<ﾘ�ｹh�(,Y�x��/��ｹ�(+x.�+�,h*ｨ,R�

きるようになる○ 

･11月｢餓死供養(有縁.無縁)塔｣が建立される(旧畑公民館前)o 

1884 冖韭��r�124 售以靫I&靂ｹ+yo��ｨ�ｬx,ﾈｦY�｢慰I&粳fｸ鮖}��(h鮖}���Y5H魎餮��"顯ﾉ}��

寺.長谷堂.八幡.大瀦川)○『石鳥谷町史下巻』 

1886 冖韭����122 售8ﾈ�(ｾ�))��8,ﾉN�*ｨｾ�n�,佶ｩzx+8.ｨ.��ｲ�

･8月大瀬川村組合総代熊谷彦太郎(葛丸Hl用水路関係)o 

りJヽ学校令を公布し､尋常.高等の2段階とし､尋常小学校.高等小学校とも 

修業年限を4カ年とし､尋常小学校修了まで義務教育と定められたo『石鳥谷 

町史下巻』 

･五所ケ森の公葬地が許可される(当時の面積は1反9畝29歩)○ 

1887 冖韭�#��121 售8ﾈ靫I&��ｪIJｩJi�｣(5��ｨ,ﾈ�ﾛ�)8ﾝﾘ�/�ﾔI&�,丶ｩ�ﾘ+x.薬�
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･小学校令による教科『石鳥谷町史下巻』 

尋常小学校 

修身.読書.作文.習字.算術.体操.図画.唱歌○ 

高等小学校 

修身.読書.作文.習字.算術.地理.歴史J理科.図画.唱歌.体操.裁縫(女 

千).英語.農業.手工.商業○ 

小学簡易科 

読書.作文.習字.算術○ 

1889 冖韭�#"�119 佑(ﾈ��Y?ｩgｹ.俛�ﾉｹd�*ｨﾏiWｨ+8.ｨ.��ｲ�

一4月はじめて村会議員選挙が行われるo 

･4月盛岡に市制､その他に町村制を施行し､19郡.1市.21町219村と 

なるo町村制施行により旧来の大典寺､松林寺､長谷堂､富沢､大瀬川､北 

寺林､好地の各村を好地村とする(初代好地村村長後藤直助)o 

･5月好地村の消防団が設立される(組織は3部制で第1部が好地､第2部 

が八日市､第3部が大瀬川)o『石鳥谷町史下巻』 

1890 冖韭�#2�118 售xﾈ��c����ｶ8��ｶ8什�仍8*ｨ��邵+8.ｨ.鑓�xｮ(訷ﾊy��齎讖D餠ﾈ���

･7月好地尋常小学校北寺林分教場教員菅原愛五郎(大瀬川出身)○ 

『八日市小百周年記念誌』 

･9月｢餓死供養｣の碑が建立される(五所ケ森)○ 

･11月東北本線が盛岡まで開通する.『47年版岩手年鑑』 

･小学校令が改正されるo『石鳥谷町史下巻』 

･｢教育に関する勅語｣(教育勅語)が発布される○『石鳥谷町史下巻』 

1891 冖韭�#B�117 售(ﾈ霆8孜+ｨﾎｨ*ｨ岑�(+8.ｪHｧyk�醜ﾄi$ｩTi�驟���,ﾈ卻,ﾈｭH,兩)'X+x.��ｲ�

『大漁川小百年記念誌』 

･4月石鳥谷郵便局が開設される(局長鎌田重兵衛)o 

･9月東北本線盛岡.青森間が開通する○ 

1891 冖韭�#R�117 售Hﾈ��X��ﾈｬ�X抦ｧxﾕｨ/��Y�9�ﾉ���ﾘ抦ｧxﾕｨ,h淙�+x.定�y�Y�9�ﾈ揵U9D��

記念誌』 

･5月学務委員熊谷彦太郎o『好地村役場資料』 

･大瀬川村開業医師大沢広司(内外科医)o『岩手県医師会史』 

1893 冖韭�#b�115 售(ﾈ�8ﾉfｹgｹ�ﾉ��+�$ｨ踊*ｩ�ﾙ'X+8.ｨ.��ｲ�

･3月大瀬川小学校卒業生の中に大沢竹次郎の名があるo『大瀬川小百年 

記念誌』 

･4月好地村議会議員高橋久次郎○『第9区部落公民館記念誌』 

1894 冖韭�#r�114 唸蓼ﾛ9v�鴿�*ｩ�Y�9�ﾈ,Y>�怩韃儻y�ﾈ怦蕀iH�8��/�､ｨｼf��xﾔﾉ_�*(+X,x.�.����
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100周年記念誌』 

･3月大瀬川小学校初代校長に菅原愛五郎が就任する(～34年5月)○ 

･大瀬川小学校に補習科を設置するo『大瀬川小百年記念誌』 

･12月花巻区裁判所好地出張所が好地の関善太郎所有地に開庁する○ 

･好地村農会が創立される(会員23名､会長後藤直助)○ 

1899 冖韭�3"�109 唳79E��*ｩJﾙ�ｸ+x.宙��8檠+zIT(ｭ�ﾅ9+y�i6饐8�����ｸ�xｮ(訷ﾊx讓���
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･4月都立農事試駿場が花巻町に開設される(場長島善平)○ 

･辛魅により葛丸川-の留に本支流側の農民が集合して一大衝突するo 

･小学校令施行規則を制定する○ 

1901 冖韭�3B�107 售(ﾈ靆yzyE�h韜���ｨ*ｨ､ｩ�ﾘ+8.ｨ.宙��8�ｩ+y+y$ｩ�ﾉdﾉ�驟著�ｲ�

･4月大瀬川小学校が単級小学校となる.『大瀬川小百年記念誌』 

1903 冖韭�3b�106 唸ｻ8怦��*ｨﾙ�.�,h,�.停�

･11月｢親鷲聖人｣の石碑が建立される(小屋場地内)○ 

1904 冖韭�3r�104 售(ﾈ�?ｩ��ﾙ��*ｨｴ�+�.��ｲ�
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･6月学務委員畠山市太郎○『好地村役場資料』 

･8月好地村第3代村長板垣馬之丈(～42年8月)○ 

1906 冖韭�3��102 唳��+�$ｪI�YIxｭFﾆ�;刋�*ｨｪ��ﾈ+x.��ｲ�
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･6月大瀬川小学校の補習科を廃止する○『大瀬川小百年記念誌』 

･小学校令が改正され､尋常科6年とし義務教育年限を6年に延長する○また､ 

高等小学校は尋常小学校卒業後2カ年(または3カ年)となるo『石鳥谷町史 

下巻』 

･尋常.高等小学校教科書『石鳥谷町史下巻』 

尋常小学校 

修身.国語.算術.日本歴史.地理.理科t図画t唱歌.体操.裁縫(女子). 

手工○ 

高等小学校 

修身.国語.算術t日本歴史.地理.理科.図画.唱歌.体操t裁縫(女子). 

手工.農業.商業.英語○ 

1908 冖韭�C��100 售Hﾈ��Y�9�ﾈ抦ｧxﾕｨ*｣8ｧxｸ�,h,�.鑓�y�Y�9�ﾈ揵U9D雍ﾉD�����
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『八幡局沿革誌』 

･6月学務委員板垣馬之丈○『好地村役場資料』 
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･8月大瀬川小学校長村激熊太郎○『大瀬川小百年記念誌』 

･好地村.大迫町間に乗合馬車が開通する○『岩手県統計書』 
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建立される○ 
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･10月岩手軽便鉄道株式会社が創立される(花巻､遠野間に:軽便鉄道 

が敷設される)○ 

1912 冖韭�CR��Y�3��96 售(ﾈ��Xｹ��ﾈ抦ｧxﾕｩ+xｸﾘﾞ��������y�Y�9�ﾈ揵U9D雍ﾉD�����

･4月詩人石川啄木が没する(年齢26歳)○ 

･葛丸Jl卜の留において水争議が起こる(嘉永の例により､4分6分の分水 

を行う)○ 

･大瀬川小学校教員3名､児童131名○『大瀬川小百年記念誌』 

･黒森講社が組織される(消防の前身)○『第9区部落公民館記念誌』 

･年号の改元があり､大正となる○ 

･10月大正橋が竣工するo『新堀村役場記緑』 

･10月岩手軽便鉄道花巻.土沢間が開通する○『47年版岩手年鑑』 

1914 ��Y�32�94 售�ﾈ飩ｩ?ｨ�8抦ｧxﾕｨ*ｩ�8鵫+x.鑓�xｧxﾕｨ�ｧh顏���

･大漁川小学校が第10地割125番地に校地を変更する○『大瀬川小百年 

記念誌』 

･6月学務委員板垣丑五郎o『好地村役場資料』 

t7月南部杜氏組合が創立される(組合員数220名)○『南部杜氏50史』 

1915 ��Y�3B�93 �｣�(ﾈ���+�$ｩu云hｼx*ｩ6I�ﾘ竧宜ｼx,h,�.��ｸ�y��+�$ｨｼy*�^ｸ���

･石鳥谷駅から硫黄の貨物発送あり(33-トン)｡『岩手県統計書』 
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･畑集落民が民家を塾として学校を開設する○『大漁川小百年記念誌』 
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宮沢賢治が一泊したゆかりの跡地大海川公民館跡地内 

大正7年3月､盛岡高等農林本科を卒業し､研究生として残った賢治の 

もっとも重要なことは､稗貫郡の土性調査であった○ 

それは､当時稗貫郡郡長であった葛博氏(盛岡の人)が農業の振興の 

基礎となる土地の性質を調べ､農民が自分の耕地条件をよく知り適種適肥､ 

自力日成､安心して農業を営める様にさせるために行った土性調査であるo 

この調査を郡役所から依頼されたのが､土壌学の権威であった関豊太郎 

博士､助教授の神野幾馬､小泉多三郎､それに賢治であったo 

同年5月1日(水)､当時の大瀬川小学校の校長官舎がこの地にあり､時の 

牛崎操城校長(宮野目出身)の好意によって､賢治が一泊したo 
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このことを､同年5月2日の朝に､賢治は父政次郎氏宛に送ったハガキで､ 

次のように述べている○ 

｢昨日は雨天に御座候処予定の調査を終-昨夜は当小学校長宅に泊り 

全く乾かし貰ひ候本日は晴さうにも兄へ候へども割沢川沿ひに調査致し 

明日晴天ならば割沢より山地を経て当所に出て帰花仕るぺく候｣ 

時に賢治は22歳であった○『石鳥谷町観光協会』 

･9月政友会総裁原敬政党内閣を組織するo『盛岡市通史』 
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･大境鉱山(硫黄山)が､この頃廃業する○『広報いしどりゃ』 

･10月第1回国勢調査施行､本県人口845,550人o『47年版岩手年鑑』 
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･6月学務委員三叉与次郎○『好地村役場資料』 

･7月好地村長佐々木賢蔵(-大正14年7月)○ 
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･9月大漁川小学校長千葉o『大淑Jll小百年記念誌』 
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4町村長各町村委員間で協議が成立して｢土木｣を据付ける○『八幡村記録』 
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･7月好地村長柳原一郎(～昭和4年7月)｡ 

･大漁川小学校教員4名､児童173名○『大漁川小百年記念誌』 
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･7月郡役所が廃止されるo 

･12月昭和と改元される○ 

1927 傴ｩ��"�81 售hﾈ隗yk�効什L(･�靉ﾉ���xﾔI&��ｩo��ｨ��{����

･八千穂稲荷講が始められる(八千穂稲荷神社)o『広報いしどりゃ』 
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･10月好地村(好地.北寺林.大瀬川t大典寺.松林寺.富沢.長谷堂)が町制 

を施行し､石鳥谷町と改称する○ 

･石鳥谷町農会会員735人○『石鳥谷町勢要覧』 

･畑部落に校舎を新築し､大瀬川小学校畑教育所と称す｡『大瀬JtHヽ百年 

記念誌』 

･宮沢賢治が好地に出張し､稲作施肥設計を指導する○ 

暮石鳥谷町の商.工業区分『昭和3年版石鳥谷町勢要覧』 

商業専業40兼業(主66､副30) 

工業専業23兼業(主33､副57) 

計専業63兼業(主99､副87) 
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･大瀬川小学校に実業補習学校を併設する｡『大瀬川小百年記念誌』 

･4月石鳥谷町議会議員熊谷米蔵(～12年4月)o『第9区部落公民館記念 

誌』 

･7月石鳥谷町長藤原惰二(～昭和8年7月)○ 

･8月畑教育所が全焼し､9月に藤原覚三.藤原末蔵両所有地に校舎を新築 

する○『大瀬川/]ヽ百年記念誌』 

1930 傴ｩ��R�78 ��8ﾈ隗yk�効醜ﾄi$ｩiﾈ鴿���xﾔI&��ｩo��ｨ��{����

･三叉宮次郎(東京医専一現在の東京医科大学卒)が三叉医院を継ぐo 

『広報いしどりゃ』 

1931 傴ｩ��b�77 唸+�,ﾈﾚ�I��+�$ｩ*ﾈ蝌ｼhｺi:��xﾘx*ｩ�ﾙzx+8.ｨ.宙��9�xﾘy+yL(･�H����ｸ�xﾊｸ���

先生と石鳥谷の人々』 

1932 傴ｩ��r�76 售Hﾈ鞴�9v�鴿�*ｩgh+x.忠D驃緜Hﾜ笘�ｲ�

三叉輿次郎は稗貫郡医師会副会長､.同評議員､県医師会評議員､村医､ 

校医を歴任したほか､八幡宮(八幡)､山鹿神社(大瀦川)､熊野神社(好地)等 

7社の神主をを勤めたo『広報いしどりゃ』 

･4月石鳥谷尋常高等小学校が焼失する(同年10月に完成). 

･11月国鉄二枚橋信号所が駅に昇格する○『岩手日報』 

･12月｢葛丸川林道開設記念碑｣が旧畑公民館前に建立されるo 
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･7月大瀬JlHヽ学校が焼失する○焼失により廿木､田屋､小屋敷の3カ所に 

分かれて授業を行う○『大瀬川小百年記念誌』 

･8月石鳥谷町長八重樫寅蔵(～昭和10年3月)○ 

･9月宮沢賢治が没する(年齢38歳)o 

･菅野義之助等が菅原康三郎所有地を調査し､土器.石器等を発見する○ 
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･5月学校医三又宮次郎○『大淑川小百年記念誌』 

･12月大瀬川小学校復旧校舎が落成する○『大瀬川小百年記念誌』 
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･6月畑分教場設置を県知事より指定される○『大讃削ll小百年記念誌』 

･7月大瀬川小学校に石鳥谷青年学校分教場を併置する○『大瀬川小百年 

記念誌』 
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(昭和22年に補助打切りとなり､工事中止する)『山王海土地改良区の歩み』 

･4月石鳥谷町議会議員三叉宮次郎(～17年6月)○『第9区部落公民館記 

念誌』 
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石鳥谷青年学校分教場は廃止される○『大瀬川小百年記念誌』 
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石鳥谷町議会議員菊池正次郎､渡辺弥右衛門､板垣長左衛門､高橋敬一 

郎､菊池善次郎､川村輿石衛門､三叉宮次郎､橘善六､関庄三郎､板垣長 

兵衛､八重樫文次郎､藤原惰二〇 

大瀬川尋常高等小学校校長佐藤周右衛門､職員伊藤忠､伊藤清男､ 

桑島三治､菅原清夫､板垣エナ､小田島ヤ工､細川ツヤ､北偉健次郎o 

石鳥谷信用販買購買利用組合組合長理事板垣春治､専務理事細川源 

蔵o『稗和両部職員録』 

･3月石鳥谷町長藤原惰二(～■昭和17年5月)○ 

･3月農地開発法が制定され､未開発地の開拓が始まるo 

･4月大瀬川小学校が大漁川国民学校と改称､同畑分教場は大瀬川小学校 

畑分教場と改称するo『大瀬JtHヽ百年記念誌』 

･12月大平洋戦争が始まる○ 
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･4月米の配給制が始まる○ 

･6月石鳥谷町議会議員熊谷善石工門､熊谷米蔵(～21年)○『第9区部落 

公民館記念誌』 

･11月学務委員板垣長五郎○『好地村役場資料』 

1944 傴ｩ�����64 售(ﾈ���+�$ｩ*ﾉ�厭��xﾘx*ｩ�ﾙzx+8.ｨ.��ｲ�

･2月石鳥谷青年学校学務委員三叉宮次郎､板垣長左エ門○『好地村役場 

資料』 
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･9月降伏条約が締結される○ 

･12月官国幣社､県郷村社の社格が廃止になる○ 
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･4月婦人参政権が与えられる○ 

･菅原佐平治が石鳥谷町農業会長に就任する○ 

･12月農地改革が始まり､農地委員の選挙が行われるo『47年版岩手 

年鑑』 

1947 傴ｩ��#"�61 售8ﾈ��Y�9�ﾈ抦ｧxﾕｩ+y(i8y�h蕀��ｸ�y�Y�9�ﾈ揵U9D雍ﾉD�����

14月石鳥谷中学校長佐藤周石工門○ 

･4月大瀬川小学校が発足する(学級数本校6､畑分校1､教員数8､児童数 

205)o『大瀬JlHヽ百年記念誌』 
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八幡.八重畑の各町村に義務教育中学校を創立するo『学校沿革誌』 

石鳥谷中学校は石鳥谷小学校敷地内にある青年学校校舎を本校舎とし､ 

大瀬川小学校内と八日市小学校内にそれぞれ､大瀬川分校､八日市分校 

を設置して発足したo 

･4月町村長第1回公選施行され､石鳥谷町長に藤原文三が当選する(～ 

昭和30年3月)o 

･4月民選知事国分謙吉が当選する○ 

･4月地方自治法が公布になる○ 

･5月日本国憲法が公布になる○ 

･6月石鳥谷町議会議員菅原卯三(～30年3月)○『第9区部落公民館記念 

誌』 
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調査書』 

ー4月学校医猪原正持○『大瀬川小百年記念誌』 

･5月学務委員板垣幸道､畠山弥平治o『好地村役場資料』 

･5月石鳥谷中学校学務委員高橋藤左工門○『石鳥谷町役場資料』 

J7月石鳥谷町農業協同組合が発足する(初代組合長菅原佐平治)○『いし 

のうのあゆみ』 

･8月南部杜氏組合を｢協会｣に改組する.『南部杜氏50年史』 

･8月葛丸川沿岸耕地整理組合が国営山王海農業水利改良事業区域と 

なるo 

･8月石鳥谷中学校が好地第7地割37番地に校舎を新築移転する(4学級)○ 

大瀬川分校は廃止される○ 

･山王海.赤石.甘木.葛丸川沿岸の各水利､耕地整理組合をもって山王 

海農業水利改良事業促進協議会を結成する○『滝名川物語』 

･農業共済制度が発足し､各市町村に農業共済組合が設立になるo『47年版 

岩手年鑑』 

1949 傴ｩ��#B�59 售Xﾈ���+�$ｩ*ﾈｶ8檍ｶ9+y�ｸﾋHﾛ)[ﾘ���ｲ�

･7月石鳥谷町農業協同組合長菅原佐平治o『いしのうのあゆみ』 

･10月石鳥谷商工会が設立される(初代会長菊池民次郎)○『石鳥谷町史 

下巻』 
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･4月大瀬川公民館が建設される(初代館長菅原斎)○ 

･菅原佐平治が石鳥谷町議会議長に就任するo 

･町内農民組合が解散する○ 
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･4月県会議員選挙が行われ､石鳥谷町の関秀吾が当選する○ 

･5月学校医三又勝彦､高野正二○『大瀬川小百年記念誌』 

･7月農業委員会法施行により従前の農地委員会､農業調整委員会､農業 

改良委員会の3者を統合して各町村に農業委員会を設置するo 

･9月自治体警察である石鳥谷町警察署が廃止になるo『石鳥谷警察育 

派出所帳簿』 

･10月石鳥谷地区警察署が設置される○八重畑.新堀.八幡に駐在所 

を声くo『管内実態調査書』 
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区域内に入るo『滝名川物語』 

･11月大瀬川小学校に電話が架設される(電話番号石鳥谷147番)○ 

･11月石鳥谷町教育委員三叉勝彦○ 

･11月石鳥谷町教育長板垣幸道○ 

･12月山祇神社の法人登記が行われる○ 
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藤村徳三)o『南部杜氏50年史』 

･畑分校の教員住宅を新築する○『大瀬川小百年記念誌』 

･6月山王海ダムが完成する○『紫波町史第3巷』 

･7月石鳥谷町が県教育委員会より｢モデル教育町｣に指定される(教育長 

高橋清一). 
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･6月警察法の一部改正により､石鳥谷地区警察署が廃止されるo『石鳥谷 

警察官派出所帳簿』 

･7月花巻警察署石鳥谷警部補派出所が設置される○ 

t7月大漁川保育所が開設されるo 
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｢石鳥谷町｣が発足する○ 

･4月石鳥谷町教育委員会が新しくできる○ 

･4月石鳥谷町立図書館を石鳥谷町公民館に附設する○ 

･4月石鳥谷病院が石鳥谷町に継承される○ 

･4月大瀬川保育所が開設されるo 

･4月広報｢いしどりゃ｣創刊号を発行する○ 

･4月初代町長に大森新陸が当選するo 

･4月石鳥谷町議会議員菅原卯三(～8月)○『第9区部落公民館記念誌』 

･5月政府米事前売渡制度ができるo 

･5月新町体育協会が発足する(初代会長関賢七)○ 
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･8月合併後の町議会議員選挙が行われる○選挙区は旧町村単位で､定員は 

26名○『新町発足40周年記念誌』 

･10月~国勢調査が実施される(町人口17,021人)○ 
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町の教育』 

･3月町営住宅10棟竣工､物見山住宅と称す○ 

･7月石鳥谷公民館が開館する○ 

･8月全国農機具展示会が石鳥谷中学校で開催される○ 

･9月石鳥谷駅跨線橋の落成式が行われる○『新町発足40周年記念誌』 
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する○ 

･5月石鳥谷町役場新庁舎が八幡5地割13番地5に完成するo 

･11月第1回農民祭を石鳥谷小学校で開催する○ 

･花巻温泉電鉄株式会社が大瀬川経由十二神方面の運行を開始する○ 
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･4月石鳥谷中学校長藤原善夫o 

･6月石鳥谷中学校が焼失､11月に復旧工事が完了する○ 

･12月NHK盛岡テレビ局が開局する○ 
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･1月石鳥谷町民館が完成する○ 

･2月石鳥谷町農業協同組合の有線放送施設が完成する. 

･4月各戸に合併記念樹の梅の木が配布されるo 

･4月石鳥谷町長に大森新陸が再選される(2期日)○ 

･9月石鳥谷町議会議員三叉勝彦(～38年8月)o『第9区部落公民館記念誌 
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･7月第1回石鳥谷町社会福祉大会を町民館で開催する? 

･10月石鳥谷町商工会が発足する○ 

･10月国勢調査が行われる(町人口16,743人)○ 
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･9月東北本線石鳥谷.日詰間の複線工事が完成し､開通になる○ 

･12月町立石鳥谷病院が完成するo 
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･4月町内の中学校が統合して､新たに石鳥谷中学校を設置する○ 

･4月大瀬川小学校長高橋俊雄o『大瀬川小百年記念誌』 

･9月東京オリンピック聖火が町内を通過するo 
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･8月県立知的障害者更生施設｢松風園｣が蘭設される○ 

･10月東北本線仙台.盛岡間が電化になる○ 

･10月国勢調査が行われる(町人口16,046人)○ 

･11月石鳥谷町合併10周年記念式典が石鳥谷小学校で行われる○ 
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･4月県立花巻北高等学校石鳥谷分校(商業科)が設置される○ 

･5月田屋遺跡の発掘調査が行われる○ 

岩手大学教授草間俊一､奥州大学講師司東真雄の両氏と岩手大学の学坐 

によって調査が行われた○ 

畑の中に周囲1メートル､高さ50センチほどの川原石が向かい合って3個 

立っていたほか､立石の周辺に掌大の川原石が群在していたのが発見された 

(縄文中期の竪穴住居跡､配石遺構)oまた､主炉と副炉なども検出された｡ 

『いしどりゃ歴史散歩』『石鳥谷町年表』 

･8月夏の成人式が始めて行われるo『石鳥谷町の教育』 

･9月石鳥谷町議会議員藤原光三(～50年8月)○『第9区部落公民館記念誌 

･10月｢南部杜氏50年史｣が刊行される○ 
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収容する(生徒数960人､23学級)○ 

･4月スクールバスの運転が開始されるo 

･4月大瀬川小学校長高橋清二○『大瀬川小百年記念誌』 

･4月石鳥谷町長に佐藤徳石工門が再選される(2期日)o 

･4月石鳥谷警部補派出所を石鳥谷幹部警察官派出所と改称する○ 

･12月大瀬Jtl地区の水田区画整理事業に着工する○ 

･12月大漁川公民館の改築工事が完了する○ 

･三又医院がこの頃まで大瀬川で開業する○『広報いしどりゃ』 
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･4月光林寺が檀信徒の浄財寄進により宝物庫を建設する○ 

･6月社会福祉法人光林会が精神薄弱児施設｢ルンビニ-学園｣を開園するo 

･7月郵便物に郵便番号制度が実施されるo 

17月石鳥谷幹部警察官派出所を石鳥谷警察官派出所と改称する○ 

･7月｢大淑川田屋遺跡｣の報告書が町教育委員会より刊行される○ 

･9月石鳥谷駅南方の県道立体橋が竣工し開通する○ 

･10月第1回町民体育祭を石鳥谷中学校で開催する○『石鳥谷町の教育』 

･11月第1回町民芸術祭が開かれる○ 

･12月石鳥谷芸術文化協会が創立される(初代会長三又勝彦)o 
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大瀬川小学校畑分校歴代教員 

八重樫新太郎､根本夏義､佐藤ミツ工､昆野∃シ､北候健次郎､佐々木長悦 

郎､菊池ミドリ､照井ナガ､金沢瑞夫､高橋知足､小原道彰､花寵末次郎､ 

小畑力チ､菊池あい子o 

畑分校の公立認可以降の入学生数72名(昭和9年～43年)○ 

･3月畑部落の全戸が移住し､部落が解消する(部落の戸数の最大時は16 

戸)○ 

19月町内4農協連合会倉庫が完成する.○ 

･10月石沢火葬場が完成する○ 

･12月町学校給食センターが完成するo 
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となる○ 

･2月昭和42年から3年続きの豊作により食管会計を圧迫し､政府は本格的 

な減反政策に踏み切るo 

･4月大瀬川小学校長花寵良蔵.『大漁JH/Jヽ百年記念誌』 

･9月石鳥谷局が電話をダイヤル式に改め､通話を開始する｡ 

･10月国勢調査が実施される(町人口15,920人)o『町統計年鑑』 

･10月岩手国民休育大会の開会式が行われる○ 

･10月皇太子夫妻が来町し､好地霊､松風園を視察になる○ 

･12月大興寺本堂の改築落慶式が行われる｡ 
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･3月県道盛岡藤根線の大瀬川橋突け替え工事が完成する○ 

･3月花巻地区清掃事業組合が設立される○ 

･4月町水道事業所を設置するo『新町発足40周年記念誌』 

t4月佐藤徳石工門が県議会議員に当選する○ 

･4月75歳以上に医療費の9割給付を始める○ 

･4月石鳥谷町長に関鋼次郎が当選するo 

･6月老人ホーム｢宝寿荘｣が上好地に開設されるo 

･12月町有線放送電話共同施設協会を組織して､町内有線放送が一本化 

されダイヤル式となる○ 
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･4月大瀬川小学校長玉川ヒサ.『大瀬川小百年記念誌』 

･4月八日市保育所と大瀬川保育所を統合し､新に町立石鳥谷保育園を 

長者屋敷に設置する○ 

･4月70歳以上の老人医療責10割給付がスタートするo 

･4月ルンビニ-分校をlE].八日市保育園跡に設置する○ 

･7月大瀬川公民館の増築工事が完成する○ 
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･4月社会福祉法人光林会､厚生施設｢ルンビニ-苑｣を開設する○ 

･8月国立岩手山青年の家で宿泊による成人式が行われる○ 

･9月大瀬川小学校創立百年記念行事式典が挙行されるo 

･9月｢大瀬川小学校百年記念誌｣が発行される(当時の.校長玉川ヒサ)○ 

大瀬川小学校歴代校長 

初代菅原愛五郎､2代佐藤定治､3代菅原善五郎､4代中島達八､5代村瀬 

熊太郎､6代鈴木忠太郎､7代牛崎操城､8代千葉､9代佐藤小次郎､ 

10代藤原浜治､11代晴山吉郎､12代佐藤周石工門､13代菊池敏､14代 

松田耕助､15代中島新三郎､16代神山正雄､17代高橋徳亮､18代高橋 

俊雄､19代高橋清二､20代花寵良蔵､21代玉川ヒサo 
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開校する○ 

･4月母子センターで助産を休止する○ 

･11月大瀬川館並びに大地渡遺跡の発掘調査が終わるo 

大漁川館は郡西の要衝で紫波(斯波)方面に対する押さえの城○古館とも 

称したo平山城､東西300メートル､南北400メートル､比高30メートル○ 

東北自動車道の建設のため､馬蹄形の館跡の東半分が発掘調査され 

たo空堀によって区切られた3つの郭からなり､掘立柱建物群跡､明時代の 

育.白磁､黄瀬戸などが出土した○『角Jt旧本地名大辞典』 

大頚川館跡は東北縦貫道建設のため､昭和49年6月から発掘調査し､同1l 

月7日に全調査を完了した○総面積は14,000平方メートルあり､西より東に 

1､2､3の3つの郭は計7本の堀をめぐらしているo堀の上幅の最も広いものは 

lOf-トルで､多くは3-5メートルあり､深さは最大5.34メートル､中には 

メートル未満のものもあり､多くは∨字形の薬研堀であったo 

掘立柱跡と思われる柱穴群は計3,000の多くを数え､長年月の間に多くの 

建菅の建物を思わせる○穴のうちに2カ所の門柱跡があり､また､堀中に柱穴 

状のものがあることから､大手.横手の存在をうかがわせるo 

焼土遺構は7カ所検出され､炉の跡もあり､多くの炭化米や炭化材が検出され 

た○出土遺物には白磁.赤絵.黄瀬戸の陶磁器片､砥石.石臼の石製品､金属 

製品としては刀のつば.刀子.釘等鉄製品.青銅製品のほか､古銭が9種発見 

された○また､縄文､弥生､土師､須恵の土器片及び石器等館以前の出土品 

により複合遺跡を思わせる○『大瀬川館発掘調査報告書-淑川司男』 

大地渡遺跡からは縄文中期の竪穴住居跡10棟と遺物包含層､平安時代 

の竪穴住居跡2棟､近世以降の墳墓などのほか､｢中央に広場がある集落｣ 

や炭化したトチ.クリの実などが発見されたo『いわての遺跡』 
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･3月花巻消防石鳥谷分署の庁舎が完成するo 
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･7月大瀬川小学校に水泳プールを新設するo 

･10月国勢調査が行われる(町人口16,009人)○ 
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･6月石鳥谷町合併20周年記念式典が行われる○ 

･6月町立中央公民館が開館する○ 

･6月町内初の温泉施設｢葛丸荘｣がオープンする○ 

･9月国道4号線石鳥谷バイパスが開通する○ 

･10月花北商業高等学校の校舎落成式が行われる○ 
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･7月大ヨ削ll.八日市地区が集中豪雨で田畑の冠水300ヘクタール､流失 

26カ所などの被害を受けるo 

･10月健康管理センターを新設､母子健康センターと併設になる○ 

一11月東北自動車道一関.盛岡南間が開通するo 
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･4月石鳥谷町長に関鋼次郎が再選される(3期日)○ 
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･4月石鳥谷.八日市.大瀬川各小学校を廃し､新たに石鳥谷小学校を 

設置○好地第7地割34番地の1に校舎を新築して開校する○ 

･4月石鳥谷､大瀬川､八日市の各運動公園を設置する○ 

･5月石鳥谷農村勤労福祉センターが開館する. 

･8月第34回岩手県中学校野球大会で石鳥谷中学校が優勝する(28年ぶり 

に3回目の優勝に輝く)o 

･9月第1回石鳥谷酒まつりが中央公民館で行われる｡ 

･9月第1回石鳥谷まつりが行われる○ 

町内婦人会員の手踊り､梅みこし､民俗芸能など好地中央通をパレードする○ 

･9月県道石鳥谷大迫線が国道石島琴バイパスにつながる○ 

･10月石沢大正橋線の開通にともない薬師堂踏切を閉鎖する○ 

･10月国勢調査が行われる(町人口16,237人)○ 
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･2月石鳥谷小学校で校歌と校章を制定し､発表会を行う○ 

･3月健康管理センターの増築工事が完了､開所する○ 

･6月石鳥谷西部地区簡易水道事業が完成し､大詔削Il､八日市と八幡地区 

の一部に給水を開始する○ 

･7月｢石鳥谷町史下巻｣を刊行するo 

･9月｢大瀬川公民館創立30周年記念誌｣を発行する○ 

･11月町立歴史民俗資料館が開館する○ 
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有形民俗文化財に指定される○ 

t4月町総合福祉センターが落成するo 

･6月東北新幹線盛岡.大宮間が開通するo 

･10月国営山王海土地改良区農業水利事業の葛丸ダムが本格的にスタート 

し､起工式が行われるo『町統計年鑑』 
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･3月花巻空港にジェット機が就航するo 

･4月町長選挙で関鋼次郎が当選する(4期日)○ 

･10月南野原地区の県営圃場整備事業が完了し､完工式が行われる○ 
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･6月大瀬川運動公園が完成し､完工式が行われる○ 

･7月町有線放送センターが法人組織となり､町有線放送電話農業協同組合 

連合会として発足するo 

･10月本町で初めてアメリカ人教師､二ルス.サムエルス先生を招く(石鳥谷 

中学校に着任する)○ 

･10月石鳥谷郵便局が下町から石沢通に移転し､業務を始める○ 
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･4月石鳥谷小学校が｢40人学級｣の指定を受ける○ 

･6月石鳥谷町合併30周年記念式典が町立中央公民館で行われる○ 

79月r大漁川家族写真集｣が刊行される○ 
･10月国勢調査が行われる(町人ロ16,764人) 
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れるo 

･8月新一の寧橋が完成する○『町統計年鑑』 

･10月アメリカ合衆国バーモンド州ラットランド市と姉妹都市を締結する○ 
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･4月国鉄が分割､民営化するo 
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･2月戸塚森スキー場がオープンする○ 

･3月町内4農協が合併｣｢石鳥谷町農業協同組合｣がスタートするo 

･3月記録映画｢南部杜氏｣が完成するo 

･10月在京石鳥谷町人会が設立され､総会.祝賀会を東京で開催する○ 

･10月葛丸ダム本体盛立工事が完了する○ 

･11月国営山王海農業水利事業の山王海導入トンネルが貫通するo 
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･4月消費税が導入される(3パーセント)o 

･10月石鳥谷小学校が｢創立10周年記念誌｣を発行する○ 
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のあゆみ』 

･10月国勢調査が行われる(町人口16.655人)○ 
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･2月｢大漁川神楽｣が町無形民俗文化財(現花巻市文化財)に指定される○ 

･3月生産物直売所｢ビバハウスいしどりゃ｣が完成する○ 

t4月石鳥谷郵便局が開局100年になる○『石鳥谷郵便局開局100年の 

あゆみ』 

･5月大瀬川構造改善センターが完成するo 

･5月消費税が5パーセントとなる○ 

･6月東北新幹線東京駅-乗り入れになる○ 

･7月特別養護老人ホーム｢いしどりゃ荘｣が落成する○ 

･11月親子ダム葛丸ダムが完成する○ 
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･4月町商工会館が完成する○ 

･9月学校遇5日制が月1回実施されるo 

･9月南部杜氏伝承館､酒匠館が完成､記念式典が行われる○ 

1993 兌ﾙ�ﾃR�15 售Hﾈ�);�,ﾈ陽8,ﾈ轌.�/�*H*�.��ｲ�

･5月町立図書館が新築開館するo 

･6月町在宅介護支援センターを特別養護老人ホーム｢いしどりゃ荘｣に開所 

するo 

･7月道の駅｢石鳥谷｣南部杜氏の里が開所する○ 

･8月板垣種善が｢汗の軍隊手帳｣を刊行する○ 

･10月皇太子夫妻が特別養護老人ホーム｢いしどりゃ荘｣を視察になるo 
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れるo 

･5月屋内ゲートボール場｢すぼ-く石鳥谷｣がオープンする○ 

t5月ケアハウス｢千鳥苑｣が開所するo 

･6月葛丸湖畔に宮沢賢治の歌碑が建立される○ 

･6月町役場新庁舎が落成し､業務を開始する○ 

･10月石鳥谷町40周年.石鳥谷役場庁舎落成記念式典が行われるo 
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･2月町長選挙で大竹義文が当選する(3期日)○ 

･3月町立石鳥谷アイスアリーナがオープンする○ 
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･9月ふれあい運動広場が完成するo 
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･5月大瀬川地区で大規模な山林火災が発生し､紫波町まで延焼する○ 

両町合わせて焼失面積304ヘクタール､被害総額7億6400万円○ 

･6月ふれあい運動公園の使用開始式が行われるo 

･10月大瀬川地区山林火災の被災地で町内小中学校の児童.生徒による 

植林奉仕活動が実施される(町内小学校6年生209人､石中3年生222人の計 

431人)○ 
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フィギュア競技がアイスアリーナで開催される○ 

･6月大漁川地区山林火災の被災地で｢ボランティアによる森林づくり｣を行う 

(小中学生などボランティア1,500人による苗木植栽)○ 

･7月町国際交流センターが完成する○ 

･12月板垣寛が｢賢治先生と石鳥谷の人々｣を刊行する. 
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･3月町国際交流協会が設立されるo 

･8月平成11年度全国高等学校総合体育大会女子ソフトボール競技が 

ふれあい運動公園で開催される○ 

･7月石鳥谷町農業伝承館が開館する○ 
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･4月介護保険制度がスタートする. 

･4月JR石鳥谷駅公共地下道が開通する｡ 

･7月石鳥谷病院を廃止し､町立医療センターを旧町役場跡に新築する○ 

･7月町民健康バスの運行が開始される. 

･8月ごみポイ捨て禁止条例が施行される○ 

･10月国勢調査が行われる(町人口16,521人)○ 

･10月大瀬川公民館建築のため､田屋遺跡を発掘調査する○ 
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･10月保健センターの使用を開始する○ 

･10月山王海.葛丸親子ダム工事が完了する○ 

･1~0月葛丸ダムふれあい駅伝(山王海～葛丸ダム間)が行われるo 

･11月｢大瀬川公民館創立50周年記念誌｣が発行されるo 
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･5月宝峰(秩)が廃業するo 

･6月菅原昭造が｢ふるさとに生きる｣を刊行する○ 

･l1月釜石自動車道東和.花巻間が開通するo 
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･4月県立花北商業高等学校が県内初の総合的専門学校｢花北青雲高等 

学校として開校する○ 
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･4月家庭ごみの野外焼却が禁止される○ 

･5月大海川.紫波町片寄地区で山林火災が発生､両地区で26､1ヘクタール 

を焼失する○ 

･7月花巻地方合併協議会を設置するo 

･9月花北青雲高校創立30周年記念式典が行われるo 

2005 兌ﾙ�ﾃ�r�3 售Hﾈ�*ﾉzy��+�$ｩ]ｸ支��/�*ﾉ]ｸ支ｺh檍,�ｨｬx+x.��ｲ�

･8月町合併50周年記念夏期巡回ラジオ体操みんなの体操会を開催した 

ほか､集い.ふれあい.にぎわいまつり､石鳥谷夢まつりの3事業を一挙に 

開催する○ 

･9月石鳥谷町合併50周年記念式典が町立中央公民館で行われる○ 

･10月全国スポーツ.レクリエーション祭スポレク岩手2005女子ソフトボール 

大会がふれあい運動公園で開催されるo 

･12石鳥谷学童クラブ館が石鳥谷小学校に開所するo 
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･2月初代花巻市長に大石満雄が当選する○ 
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